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１ 研究の背景（目的）・主題設定の理由等 

近年の教員の大量退職・大量採用等の影響により、

経験の浅い若手教員の割合が大きく増加しており、

その育成は喫緊の課題である。しかし、若手教員を

取り巻く環境の変化により、若手教員の成長を阻害

する要因が２点生じている。１点目は教員の年齢構

成の変化により、先輩教員から若手教員への実践知

の継承が難しくなってきている点である。２点目は

教員の多忙化により、若手教員が日々の学びについ

て省察する余裕が無くなっている点である。こうし

た状況は、中央教育審議会答申「これからの学校教

育を担う教員の資質能力の向上について」（2015）の

中にも示されており、「かつてのように先輩教員から

若手教員への知識・技能の伝承を上手く図れない現

状」や「初任者が授業を担当しつつ、多くの校内研

修や校外研修をこなさなければならないために、初

任者の消化不良につながっている」状況が指摘され

ている。 

以上のように、今後若手教員の育成を確実なもの

としていくためには、先輩教員から若手教員へと実

践知を継承していくこと、若手教員の消化不良の解

消を図ること、という２点の要因を満たす取り組み

が学校現場には必要であると考えられる。そこで私

が着目したのが、ОＪＴである。東京都教育委員会 

『ОＪＴガイドライン』によると、ОＪＴの利点と

して、個々の学びのニーズに対応しやすい点や、新

たな時間や場所を確保することなく学ぶことが出来

る点などが挙げられる。特に学年会は、学級担任と

いう教員としての必須の職能成長を図る場であり、

必然的に学習指導・生活指導のОＪＴの場となる。

一方、少子化に伴う学校の小規模化の進行等により、

経験の浅い若手教員同士で学年を組まざるを得ない

場合も増えているという指摘もある。 

これらの状況を踏まえ、より効果的に若手教員の育

成を図るため、２学年合同での会議の場を若手教員

が日々の授業の中で感じる課題を解決するためのО 

 

ＪＴとして活用し、その有効性を検証することを研 

究の目的とした。 

 

２ 研究の内容・研究の方法 

小学校における若手教員育成の現状分析及びОＪ

Ｔの在り方に関わる先行研究を踏まえ、勤務校にお

ける人材育成上の課題を抽出し、２学年合同の会議

の場を活用したОＪＴを考案する。その後勤務校に

おいて実践研究を行い、実践研究の内容及びインタ

ビュー調査により成果と課題を検証し、研究の成果

をまとめる。なお、検証の視点は以下の２点とする。 

視点①先輩教員から若手教員へと実践知の継承が

行われたか。 

視点②若手教員が自己の指導を振り返り、指導改善

のための気付きを得ることができたか。 

 

３ 研究の結果  

(1) 若手教員の意識及び育成を巡る課題 

学校現場では、法定研修である初任者研修を、

１年間を通して体系的に行っている。しかし、そ

の研修の中身と、眼前の課題解決に必死になって

いる初任者の実態にはズレがあり、初任者の課題

解決には、初任者の気付きに向き合いながら成長

できる環境を提供することが重要である。若手教

員が消化不良を起こすのは、そのような環境が整

っていないためであり、ОＦＦ-ＪＴやОＪＴでの

学びを自身の実践に結び付け、日々の指導に生か

しきれていないことが原因であると推察され、継

続的にОＪＴとОＦＦ-ＪＴとの関連付けを進め

ていく必要がある。また、若手教員の多くは授業

や児童のことなど、日常の職務に密着した悩みを

抱えており、それらの悩みの解消や指導力の向上

に、日常の同僚とのコミュニケーションが役立っ

ていると感じている若手教員は多い。 

そこで、若手教員の育成に有効である同僚との

対話を通した日常性・継続性のあるОＪＴを考案
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し、ОＦＦ-ＪＴでの学びを、今一度若手教員自身

の問いとして取り上げていくことが必要である。 

(2) 若手教員の成長を支えるОＪＴの在り方 

先行研究によると、若手教員の授業力向上には

学年会等の教師集団によるリフレクションが重要

であり、若手教員育成のためのОＪＴの場として

は学年会（小集団）が適している。ОＪＴの内容

は若手教員が日々の職務の中で感じる課題につい

てのリフレクションと、先輩教員が若手教員の実

践を受け止めつつ、実践知の継承を行っていくこ

とが効果的である。しかし、学年会が必ずしも有

効な ОＪＴの場として機能し得ない現状がある

ことにも留意し、学びの効果を高める方策を考え

ていく必要性も生じている。 

(3) 実践研究 

検証実践を行う勤務校が全学年２学級であると

いう現状を踏まえ、学年会のОＪＴの場としての

効果を高めるために、私は２学年合同の会議の場

（以下「ブロック会」）を活用したОＪＴを考案し

た。日常的に協働が行われている場であることに、

ブロック会をОＪＴの場として活用する大きな意

義を見いだすことができる。ブロック会を活用し

たОＪＴは、１週間に１回、15 分間の実施とし、

若手教員の抱える学級経営や学習指導・生活指導

上の課題をブロック会のメンバーで共有し、対話

の中でリフレクション及び助言を行うこととした。

また、ОＪＴの効果を高めるため、役割の明確化

や、対話内容の可視化、ファシリテーションによ

る対話の質の向上、学び合う雰囲気作りといった

手だてを施した。実際のブロック会では、生活指

導上課題のある児童への対応や、学習指導場面に

おいて感じた課題などを、若手教員が具体的なエ

ピソードを交えて語り、４人で対話を進めた。 

(4) 実践研究の成果及び課題 

実践研究に参加した教員に対するインタビュ

ー調査の結果、ブロック会の効果については皆肯

定的に評価しており、その発言内容から実践知の

継承がなされたこと、振り返りと気付きがあった

ことがうかがえる。今回のブロック会で取り上げ

た若手教員の課題は主に指導技術についてであ

ったが、ОＦＦ-ＪＴとОＪＴをより密接につなぐ

ために、研修内容についてのマトリクスを開発し

た。２年目以降の教員であれば、本人が課題のあ

る部分を分析して選択し、自己申告とも連動させ

ることで、意識化を図ることができるようにした。 

４ 研究の考察 

(1) 研究のまとめ 

まず、先輩教員から若手教員への実践知の継承

という視点では、ブロック会は有効であったと言

える。対話の中で、若手教員の悩みを受け止めつ

つ、自らの児童観や指導観について積極的に語る

先輩教員の姿と、伝えられた実践知を基に自らの

指導を振り返り、日々の指導に生かしていこうと

する若手教員の姿から、実践知の継承がなされた

とみなすことができる。 

また、若手教員が自己の指導を振り返り、指導

を改善するための気付きを得ることができたか、

という視点でも、若手教員の日常の職務に密接し

た悩みを取り上げ、論点を明確化し、多様な視点

から内省を促していくことで、自己省察だけでは

得られなかった気付きが得られたと言える。 

さらに、ブロック会は日々の同僚教員とのやり

とりの延長線上にあるものであり、短時間で行う

ことが可能なことから、日常性・継続性のあるО

ＪＴであると言える。継続して行うことにより、

省察の習慣化にもつながり、若手教員の成長が促

されることが期待できる。２週間に１回は実施で

きるようにすると、より効果も高まるであろう。 

(2) 課題 

本研究における課題を３点挙げる。１点目は、

定期的な実施の担保である。ブロック会を活用し

たОＪＴの時間を月行事予定に組み込むなど意図

的・計画的に実施していく。２点目は、今回の実

践研究では組織的なОＪＴにまで発展させられな

かった点である。ОＪＴは、個人の成長を学校組

織全体の教育力の向上へとつなげていく必要があ

る。そこで、学年主任会などで若手教員育成の方

針について共通理解を図ったり、ファシリテータ

ーや実践知の継承者などの役割分担を明確にした

りするなど、システム化を図ることで組織的なО

ＪＴへと発展させていく必要性を感じた。３点目

は、すべての教職員が関わっていくということで

ある。学級担任だけでなく、全教職員で若手教員

の成長を支えていけるよう、学校組織の実態に合

わせた柔軟な実施体制の構築を進めていく。 

 

５  今後の展望   

意図的・計画的・継続的に実施できるОＪＴとし

て、ブロック会を活用した研修システムを校内に提

案し、全校での実施を促していく。 


